
令和１・２年度「小中学校の連携による英語教育推進事業」 ～高畠町立高畠中学校区～

拠点地区の課題

小中連携を通じた具体の取組の内容

成果

○担任の指導力向上
・授業構成の仕方や内容を共有（６つの小学校）
・外国語指導員との打ち合わせを充実
・フリー授業参観を継続、すべての小学校で
・中学校教員の出前授業。担任はT２として指導
○『高畠町 CAN-DOリスト』の活用と到達度の評価
・年度末の到達度をどのように評価していくのか
検討

○姉妹都市シングルトン（オーストラリア）との交流
・小学校での交流を検討（今年度は、中学校にお
いてZoomを利用しオンラインで交流を行った。）

○GTECの導入と継続
・中学校において表現力に課題があり、中学校２
年生での受験を継続、小学校６年生での導入を
目指したい。

今後の課題・方向性

第１回
授業づくり研修会

・小学校外国語指導員、
小・中学校教員（各校
１名）が参加
・意見交換や中学校専
科よりアドバイス等
・今年度の活動に関す
る説明等

中学校
フリー参観

・中学校の英語
科授業を自由に
参観できる１週
間を設定
・授業を観ての感
想と課題や疑問
等を考える

第２回
授業づくり研修会

・授業の悩み相談や教
材等の共有
・フリー参観時に見えて
きた、小中連携の課
題の確認

紙面開催

第３回
授業づくり研修会

・「指導と評価の一体
化」に関する研修
・評価材を例示し、評価
の基準の共有
・「CAN-DOリスト」の検討

公開授業研究会

１１月１６日（月）
○屋代小学校 ５年

山田瑞基教諭
○講演
講師：太田洋副学長

（東京家政大学）

『小中英語教育におけ
る授業改善のポイント』『高畠町CAN-DOリスト』の作成

・高学年での英語の難しさによる意欲の低下
・話すこと・書くことに苦手意識
・話す（発信する）児童が固定化しがち

・「間違ってはいけない」という意識が高い
・やりとりを自然にできるように
・練習したことが積み重なるように
・「振り返り」を学びを実感できるものに

★英語を使うことが楽しいと感じ、積極的に発言し合
い高い意欲をもった児童・生徒を、小３～中３まで
一貫した学習の中で育てていく。

※令和元年度を踏まえた２年度の取組み

『高畠町 Can Do リスト』の作成

・６年間（小３～中３）の各学年段階で身に
つける力が明確になった。
・「小学校では、中学校につなげるために
は、ここまで育てる」「中学校では、小学校
でつけた力をどう伸ばしていくのか」、指
導に活かせるようになった。

定期的な『授業づくり研修会』

・授業での悩みや疑問等を共有できた。
・中学校英語科教員からのアドバイスで
日々の指導に活かすことができた。
・本町は６つの小学校が１つの中学校に進
学するため、指導の仕方や内容等すり合
わせができた。

小学校
フリー参観

・小学校英語 専
科教員の 授業
を２日間 で設定
・授業を観ての
感想と課題や
疑問等を考える

『フリー参観』『公開授業研究会』

・（小）どんな姿を目指して指導していくの
かイメージをもてた。
・異校種それぞれの授業での取り組み、頑
張りを肌で感じることができ、日々の教材
研究等への活力になった。
・目指す授業像が明確になった。

その他（ALT・外国語指導員の活用等）

・中学１年生の英語への苦手意識が年々
減ってきている。
・外国語指導員とのTTで、授業づくりを学
び指導力向上につながっている。
・ALTと積極的に関わる児童が増えてきて
いる。



第５学年 1組 英語科学習指導案 

令和２年１１月１６日（月） 

  指導者 ＨＲＴ 山田 瑞基（Ｔ１） 

ＪＴＥ 鈴木 裕美（Ｔ２） 

１ 単元名 「Unit7 Welcome to Japan. 好きな四季や文化，行事を紹介し合おう」 

 

２ 単元の目標 

  自分の思いを伝えたり，相手のことをよく知ったりするために，好きな季節や文化，行事などについて，具体

的な情報を聞き取ったり，伝え合ったりすることができる。また，アルファベットの活字体の大文字・小文字を書

くことができる。 

 

３ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉 

四季や文化，行事等についての言い方 

や理由の尋ね方，答え方を理解してい 

る。 

〈技能〉 

四季や文化，行事等について聞き取る

技能を身に付けている。 

相手のことをよく知るた

めに，四季や文化，行事等

について，具体的な情報を

聞き取っている。 

相手のことをよく知るた

めに，四季や文化，行事等

について，具体的な情報を

聞き取ろうとしている。 

話
す
こ
と
〔
や
り
取
り
〕 

〈知識〉 

四季や文化，行事等についての言い方 

や理由の尋ね方，答え方を理解してい 

る。 

〈技能〉 

四季や文化，行事等について，お互の 

考えや気持ちなどを伝え合う技能を身 

に付けている。 

自分の思いを伝えたり，相

手のことをよく知ったり

するために，好きな季節や

文化，行事などについて，

お互いの考えや気持ちな

どを，伝え合っている。 

自分の思いを伝えたり，相

手のことをよく知ったり

するために，好きな季節や

文化，行事などについて，

お互いの考えや気持ちな

どを，伝え合おうとしてい

る。 

 

４ 指導にあたって 

（１）単元について 

本単元においては，自らが好きな季節や文化，行事について伝え合う活動を行う。四季の変化は，

日本で生活をしていれば，誰もが強く感じるものである。日本は豊かな四季を持つ国であり，我々

日本人は，それぞれの時期における特有の文化や行事を楽しんでいる。児童もまた，そうしたこと

をたくさん経験してきており，本単元の題材は，児童にとって自らの考えを表現しやすいものとな

るだろう。これまでの経験を想起させながら，理由も交えてやり取りさせていきたい。 

理由を伝えるためには，その季節にはどのような行事があるのか，その季節に何ができるのか，

どのようなことをするのかなど，様々な内容を考える必要がある。理由の言い方を考える中で，既

習事項である can【～できる】を想起したり，新出表現である We have【～という行事がある】と   



いった表現に出会ったりしていく。児童は，理由を伝えるためには，どのような表現を用いればよ

いか必然的に考えていくのである。そうした中で，外国語を用いる際の思考力や判断力を養わせて

いきたい。また，コミュニケーションにおいては，相手の発言に対して反応したり，その理由を尋

ねたりするなど，双方向のやり取りが必須である。ただ相手の話を聞いただけで終わりにするので

はなく，相手の考えを受け止め，反応し，さらに会話を続けていく。やり取りの中で反応や質問を

受けることで，相手の知りたい情報や自らの伝え方の良かった点などに気付くことができ，自らの

表現がよかったのかどうか，さらにはよりよく伝えるためにはどうすればよいか思考することがで

きるのではないだろうか。 

こうしたことをふまえ，本単元においては，児童ひとりひとりが自らの考えを意欲的に表現しよ

うとする生きた言語活動を展開していきたい。 

 

（２）児童について（男子１７名 女子１９名 計３６名） 

本学級の児童は，第３学年から外国語活動を経験してきている。今年度からは，週２回，担任と

日本人講師とで授業を行い，さらには定期的に，ネイティブのＡＬＴも授業に参加している。毎時

間必ずティームティーチングで授業が行われており，児童は，様々な教師と関わり合う中で，多様

な英語に触れてきている。 

ほとんどの児童は，意欲的に外国語の授業に取り組んでいる。男子・女子問わず発言に積極的で

あり，楽しくチャンツを歌ったり，やり取りをしたりする児童が多い。これまでの単元においても，

英語でのやり取りを楽しむ姿が見られた。一方で，small talk や英語によるやり取りの中で，相手

の発話に対して反応をするといった即興性を求められるような言語活動には，まだまだ不慣れな現

状にある。自信がなく，日本語でのやりとりになってしまったり，意味が分からず黙り込んでし  

まったりする児童もいる。相手の発話に対する反応や質問が豊かではなく，一方的なやり取りで  

終わってしまったり，返答を聞いて終わりになってしまったりすることも多い。そこで

“Why?”，”Really?”，”I see.”といった言語材料を用いて，相手の話に対してどのように反応

するか考えさせる指導を繰り返してきた。しかしながら，まだまだできていない現状にある。 

単元を進めていくにあたり，最終的なゴールの活動を，「高畠町の四季のすばらしさや行事を，ま

だまだ高畠町に詳しくない外国人に伝える」こととした。児童はこれまでに，様々な授業において，

高畠町のことについて学習してきている。総合的な学習の時間において，食農活動に取り組んだ際

には，意欲的に高畠町の名産や有機農業について調べる姿が見られた。国語科の授業において，俳

句の創作に取り組んだ際には，季語を集め，身の回りの景色や行事について意欲的に表現する姿が

見られた。このように，児童は高畠町を愛し，様々な行事を楽しんできている。身近な高畠町につ

いて誰かに伝えるという明確な目的意識を持つことで，「聞きたい」「伝えたい」といった気持ちが

高まり，よりよく伝えるためにはどう表現すればよいのか，意欲的に考えていくことができるだろ

う。こうしたことをふまえ、自らが伝えたい本当の考えをやり取りし合える言語活動を展開してい

きたい。 

    

 

 

 

 



５ 単元の指導と評価の計画 

「聞くこと」「話すこと［やり取り］に焦点をおいた単元の指導と評価の計画」（全８時間） 

時 

◆目 標  ○ 【】 活 動 

記録に残す評価場面 

評    価 

知
技 

思
考
表 

態
度 

◎評価基準〈評価方法〉 

１ 

◆日本の四季や文化についてのやり取りのおおよその内容を理解することができる。 

〇small talk:好きな季節 

【Word link】季節の言い方を知る。 

【Let's try①】ポインティングゲーム 

【Let’s chant】①Why do you like winter？ 

【Starting out】 

 ・絵を見ながら，どのような内容か予想する。      

 ・音声を聞きながら，教科書の□の中に番号を  

 記入する。 

・教師とやり取りしながら答えを確かめる。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返る。 

 

 基本文：What season do you like?  

 

   本時では，目標に向けて指導を

行うが，記録に残す評価は行わ

ない。 

２ 

◆日本の遊びや年中行事について，やり取りのおおよその内容を理解することができる。 

〇small talk:好きな行事 

【Word link】動作の言い方を知る。 

【Let's try①】ポインティングゲーム 

【Let’s chant】②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

【Let’s watch and think】 

 ・写真や映像を見ながら，何についての話題か   

  予想する。 

 ・音声や映像を聞きながら，教科書に答えを  

  記入する。 

 ・教師とやり取りしながら，答えを確かめる。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返る。 

 

 基本文：Why do you like winter？ 

 

   本時では，目標に向けて指導を

行うが，記録に残す評価は行わ

ない。 

３ 

◆日本の年中行事について，ペアでクイズを出し合うことができる。 

〇small talk:好きな季節とその理由 

【Word link】様子の言い方を知る。 

【Let's try①】ポインティングゲーム 

【Let’s chant】①Why do you like winter? 

        ②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

【Let’s listen①】 

 ・日本の古くからの遊びについての音声を聞

いて，線で結ぶ。 

【Let’s listen②】 

・日本の年中行事についてのクイズに関する

音声を聞いて，線で結ぶ。 

   本時では，目標に向けて指導を

行うが，記録に残す評価は行わ

ない。 

 



【Let's try②】 

・日本の行事について，クイズを出し合う。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返る。 

 

基本文：We have hanami in spring. 

 

４ 

◆好きな季節やその理由，行事でどんなことをするかを尋ね合うことができる。  

〇small talk:春に楽しむこと 

【Word link】年中行事の言い方を知る。 

【Let’s chant】①Why do you like winter? 

        ②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

【Let's try③】 

 ・好きな季節や，その季節での行事やするこ  

  と，できることを伝え合う。 

【Let's listen③】 

 ・日本の年中行事と月日に関する英語を聞い

て，線で結ぶ。 

【Let's try④】 

 ・【Let’s try③】で選んだ季節と行事につい  

  て，その行事で「すること」「食べるもの」  

  などを考え，ペアで尋ね合う。  

 

〇振り返り：本時を文章で振り返る。 

 

基本文：What do you do on New Year’s Day? 

 

聞    

◎日本の遊びや年中行事につい 

 てのやり取りについて，短い話

の内容を聞き取っている。 

 〈行動観察，ワークシート記述

分析〉 

５ 

◆好きな季節や行事について尋ね合う中で，日本の魅力を紹介することができる。 

〇small talk:夏に楽しむこと 

【Let’s chant】①Why do you like winter? 

        ②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

【Word link】様子の言い方を知る。 

【step1】【step2】【step3】 

 ・好きな季節やその理由，どんな行事があるか  

  などを伝え合う。 

 ・友達から聞いた情報をワークシートに記入  

  する。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返り，基本的な    

      表現をワークシートに書き写す。 

 

 基本文：What season do you like?  

 

 や や  

◎相手のことをよく知ったり自

分のことを伝えたりするため

に，日本の四季や文化につい

て，簡単な語句や基本的な表現

を用いて，考えや理由などを伝

え合っている。 

 〈行動観察〉 

◎相手のことをよく知ったり自

分のことを伝えたりするため

に，日本の四季や文化につい

て，簡単な語句や基本的な表現

を用いて，考えや理由などを伝

え合おうとしている。 

 〈行動観察〉 

６ 

◆高畠町における好きな季節やその理由，行事でどんなことをするかを尋ね合うことができる。  

〇small talk:秋に楽しむこと 

【Let’s chant】①Why do you like winter? 

        ②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

 

 聞 聞  

 

 

 

 



 

【Let's listen③をアレンジした活動】 

 ・高畠町の行事や文化に関して，指導者によ

る英語の発話を聞き，ワークシートに記入

する。 

【step3をアレンジした活動】 

 ・高畠町の魅力やその季節ならではの行事を  

  話し合う。 

 ・マッピングを活用しながら，たくさんの 

  アイデアを出し，交流する。 

  ・高畠町の紹介カードを書く。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返り，基本的な    

      表現をワークシートに書き写す。 

 

 基本文：Why do you like winter?  

 

 

◎日本の遊びや年中行事につい 

 てのやり取りについて，短い話

の内容を聞き取っている。 

 〈行動観察，ワークシート記述

分析〉 

７ 

 

本 

時 

◆好きな季節や行事について尋ね合う中で，高畠の魅力を伝え合うことができる。 

〇small talk:冬に楽しむこと 

【Word link】様子の言い方を知る。 

【Let’s chant】①Why do you like winter? 

        ②What do you do on New   

                 Year’s Day? 

【step3をアレンジした活動】 

 ・高畠町の紹介カードを見せながら，高畠町  

  の魅力を伝え合う。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返り，基本的な    

      表現をワークシートに書き写す。 

 

 基本文：We have hanami in spring. 

 

 や や  

◎相手のことをよく知ったり自

分のことを伝えたりするため

に，高畠町の魅力について，簡

単な語句や基本的な表現を用

いて，考えや理由などを伝え合

っている。 

 〈行動観察、ワークシート〉 

◎相手のことをよく知ったり自

分のことを伝えたりするため

に，高畠町の魅力について，簡

単な語句や基本的な表現を用

いて，考えや理由などを伝え合

おうとしている。 

 〈行動観察、ワークシート〉 

 

８ 

◆世界に広がる日本文化について考え，世界と日本についての理解を深めるとともに、高畠町の魅

力を紹介することができる。  

〇small talk:世界に広まった日本の行事 

【Do you know?】  

 ・世界に広がる日本文化について考え，発表  

  する。 

【言葉探検】 

 ・世界に広がる日本語について知る。 

【challengeをアレンジした活動】 

  ・高畠の魅力を ALTに伝え，紹介カードをプ 

  レゼントする。 

 

〇振り返り：本時を文章で振り返り，基本的な    

      表現をワークシートに書き写す。 

 

 基本文：You can enjoy ～. 

 

や    

◎高畠の魅力について，尋ねたり

答えたりして，伝え合ってい

る。 

 〈行動観察〉 

 



６ 本時の指導 
（１）目標 
 好きな季節や行事について尋ね合う中で，高畠の魅力を伝え合うことができる。 
（２）指導過程 

過 
程 

時 
間 

学習活動（〇主な発問△指示・予想される児童の反応） ・指導上の留意点 
 ◎評価【方法】 

児童の活動 Ｔ１，Ｔ２の動き 

導 
入 

10 
分 

【あいさつ】 
・日付，天気，曜日を答える。 
 
【small talk】 
・冬に楽しむことについてのまと 
まった話を聞く。 

〇児童とともに挨拶をする。 
 
 
〇英語でやり取りする様子を見
せる。 

・本時の流れを掲示してお
く。 

 
・指導者同士でやりとり
し，児童にも話題をふ
る。 

展 
開 

30 
分 

【めあての確認】 
 
 
【chant】 
①Why do you like winter? 
②What do you do on New   
 Year’s Day? 
 
【step3をアレンジした活動】 
・高畠町の紹介カードを見せなが
ら，高畠町の魅力を伝え合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【中間振り返り】 
・言えなかったことや悩んだこと，
上手なやり取りなどを共有する。 

 
【step3をアレンジした活動】 
・中間振り返りをいかして，活動
を続ける。 

 
 
 
〇児童とともに，発話する。 
 
 
 
 
〇やり取りのデモンストレー 
ションを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇児童の悩んでいる様子や，良
いやり取りを全体へ広げる。 

 
 
 
〇活動中は，机間巡視し，適宜
児童の活動をサポートする。 

 
 
 
・基本表現の定着のため， 
元気よく発話する。 

 
 
 
・Ｔ１とＴ２で会話のデモ

ンストレーションを行
い，やりとりの目標とな
る姿を示す。 

 
◎相手のことをよく知っ

たり自分のことを伝え

たりするために，高畠町

の魅力について，簡単な

語句や基本的な表現を

用いて，考えや理由など

を伝え合っている。 
 〈行動観察、ワークシート〉 
◎相手のことをよく知っ

たり自分のことを伝え

たりするために，高畠町

の魅力について，簡単な

語句や基本的な表現を

用いて，考えや理由など

を伝え合おうとしてい

る。 
 〈行動観察、ワークシート〉 
 

終 
末 
 

5 
分 
 

【振り返り】 
・本時を振り返り，うまくいった
ことや，次回頑張りたいことな
どを記入する。 

 
【基本文】 

We have hanami in spring. 
【あいさつ】 
・終わりのあいさつをする。 

〇振り返りを書くよう指示す
る。 
 
 
 

〇黒板に基本文を掲示する。 
 
 
〇児童とともにあいさつする。 

・机間巡視し，児童の英語
の書き方をサポートし
たり，振り返りの視点を
与えたりする。 

（３）評価基準 
Ａ：相手の発話に対して反応したり，応答したりしながら，積極的にやりとりしている。 

 Ｂ：基本的な表現を用いながら，やりとりしている。 

高畠のみりょくを伝え合おう。 

やり取りの発話例 

A：What season do you like? 

B：I like summer. 

A：Why do you like summer? 

B：We have Aotake-chochin festival in summer. 

I can see fireworks. It’s nice. 

A：Good! 

 B：How about you ? What season do you like?... 



「小中英語教育における
授業改善のポイント」

東京家政大学 太田 洋先生

ご講演資料



今⽇の⽬的
⼩・中学校の学びの
つながりや連携を意識した授業づくり
について考え、

英語・外国語活動の
指導⼒の向上
を図る。



今⽇の授業は、、、

・先⽣と児童、児童同⼠ののやりと
りがあります。
・使う⇄ふりかえりの構成です。
・⼩中の指導案に共通するキーワー
ドがいくつもあります。



その前に、授業者に質問



今⽇の授業は、、、
T1: We have 雪灯籠祭り in winter.  How about you?
S1: クリスマス
T: We have Christmas.
T1: How about you, S2?
S2: …….
T2: I like skiing.  How about you?
S2: I like (何か⾔った）
⾜場かけの⼤切さ



授業づくりのポイント

１．どこに向かっている？
２．⽂法のためでないですよ
ね、、、
３ ギャップはチャンス！
４．先⽣の英語こそ、、
５．本当のやり取りを！



１．どこに向かっている？

単元⽬標に向かって
・（⽬的）（相⼿）〜できる

（CAN-DO)
・過程
形成的評価



今⽇の授業は、、、

•単元ゴールに向かっていますね
•どこまで求めればいいのか？
・無理をしない。
例えば、（写真を⾒せながら） I 
like Takahata.  We have …. 祭り (in 
winter). Do you….? 

End productを先⽣が作ってみる



２．⽂法のためでないですよ
ね、、、
・到達⽬標が、そのunitのターゲット
⽂法になっている

⇄今までに習った表現を使って、、
⽬場状

→思考・判断・表現
情報を整理、⼯夫



・児童が⽬的のために、内容を考え、表現（既
習事項）を使っていますね。
Whyの後
I can play baseball. 
I like Christmas presents / fesFval.
I see cherry blossoms / 鯉のぼり

It’s beauFful.
My birthday is winter.

今⽇の授業は、、、



３ ギャップはチャンス！

思判表←今までに習ったことを使っ
て
簡単じゃないですよね
だから
振り返る機会
またアウトプット



•困っている
•「（中間）振り返り」
「⾔いたけれど、⾔えなかったことは？」
「いいペアがあったから紹介するね」

今⽇の授業は、、、



・児童が⽬的のために、内容を考え、表現（既
習事項）を使っていますね。
I can play baseball. 
I like Christmas presents / fesFval.
I see cherry blossoms / 鯉のぼり

It’s beauFful.
My birthday is winter.

うまいなあ、をモニターする



中間指導で⼤切にしたいこと

•指導＝教えるだけではない
• Input
•やり取り
•既習に戻る
-（他の）先⽣の例→クラス全体→個別
- LC, LW&L →クラス全体→個別
- 既習表現でのやり取り



形成的評価がポイント

「教師の指導改善のためのポイント例」
「児童の学習改善のためのポイント例」

・⽂部科学省国⽴教育政策研究所(2020)
『「指導と評価の⼀体化」のための学習
評価に関する参考資料【⼩学校 外国
語・外国語活動】』



授業最後の振り返り
•できたことだけ・頑張ったことだけ？
＋
今⽇初めてできたこと
できなかったこと、悔しかったこと、次はやり
たいこともとりあげませんか？
・友達の良かったこと
・今⽇できなかったこと→次に⽣かしたいこと



４．先⽣の英語こそ、、

アウトプットを⽀えるのは、、
インプット
Teacher talk



今⽇の授業は、、、やりとり

②

JTE

③

①
Teacher

Student(s)
④

student student



５．本当のやりとりを！

⽇本語で⾏ってもおかしくない
やりとりはスムーズであるとは、
限らない
だから意味交渉



授業づくりのポイント

１．どこに向かっている？
２．⽂法のためでないですよ
ね、、、
３ ギャップはチャンス！
４．先⽣の英語こそ、、
５．本当のやりとりを！



今⽇の授業（まとめ）
「みんなが持っている表現で伝えよ
うとしていて、、、」
⾃分で⽂を作っている
なんとかやりとりをする
間違える
先⽣の訂正フィードバック
使いながら⾝につけていく

































３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生 ３年生

日本語と英語の音声やリ

ズムなどの違いに気づ

き、自分のことや身の回

りの物を表す語句や、身

近で簡単な事柄に関する

基本的な表現でのやり取

りを理解しようとする。

日本語と英語の音声やリ

ズムなどの違いに気づ

き、自分のことや身の回

りの物を表す語句や、身

近で簡単な事柄に関する

基本的な表現でのやり取

りを理解しようとする。

日常生活や身近なことに

ついてのやり取りを聞い

て、おおよその内容を理

解できる。

世界の国や人々とのつな

がりの中に生きる自分た

ちについて伝え合うやり

取りを聞いて、内容を理

解することができる。

①短く初歩的な表現をくり返し用いたCMや、友

だちの自己紹介などを聞いて、主な内容を聞き取

ることができる。

②初歩的な語彙や表現を用いた交通情報や、友だ

ちの一日の生活についてのスピーチを聞いて、主

な内容を聞き取ることができる。

③初歩的な語彙や表現で話されるラジオDJや、友

達の思い出の行事についてのスピーチを聞いて、

主な内容を聞きとることができる。

①空港や機内での放送や，友達の将来の夢につい

てのスピーチなどを聞いて，概要や要点を聞き取

ることができる。

②天気予報やニュース，友達の町紹介についての

スピーチなどを聞いて，概要や要点を聞き取るこ

とができる。

③映画ヒットチャートのランキングや，友達の好

きなこと，ものについてのスピーチなどを聞い

て，概要や要点を聞き取ることができる。

①興味のある国や日本の文化の紹介、修学旅行や

中学校生活の思い出についての友達のスピーチを

聞いて、概要や要点を正確に聞き取ることができ

る。

②議論での話者の主張についてまとまりのあるス

ピーチの概要や情報を正確に聞き取ることができ

る。

発

表

相手に伝わるように工夫

しながら、自分のことや

身の回りの物について、

簡単な語句や基本的な表

現を用いて伝えようとす

る。

相手に配慮しながら、自

分のことや身の回りの物

について、簡単な語句や

基本的な表現を用いて伝

えようとする。

日常生活や身近なことに

ついて、簡単な語句や基

本的な表現を用いて話す

ことができる。

世界の国や人々とのつな

がりの中に生きる自分た

ちについて、簡単な語句

や基本的な表現を用いて

話すことができる。

①相手のことについてたずねたり、自分について

答えたりす

ることができる。

②自分の一日の生活や友達や家族、身の回りの物

につい

て伝え合うことができる。

③自分や友達の行事などについて伝え合うことが

できる。

①相手や場面に応じて丁寧な依頼や日常のやりと

りができる。

②自分の町など身近な話題について，意見とその

理由を含めてやり取りすることができる。

③自分の好みを伝えながら買い物のやり取りをす

ることができる。

①食事や道案内、電話での会話など場面に応じた

やり取りをすることができる。

②ある作品や自分・友達の体験したことについ

て、また道具の使い方やあることを知っているか

どうかなどについて尋ねたり、答えたりすること

ができる。

③聞いたり読んだりしたことに、賛成や反対の意

見を述べることができる。

や

り

と

り

相手に伝わるように工夫

しながら、自分のことや

身の回りの物について、

簡単な語句や基本的な表

現を用いて伝え合おうと

する。

相手に配慮しながら、自

分のことや身の回りの物

について、簡単な語句や

基本的な表現を用いて伝

え合おうとする。

日常生活や身近なことに

ついて、簡単な語句や基

本的な表現を用いて伝え

合うことができる。

世界の国や人々とのつな

がりの中に生きる自分た

ちについて、簡単な語句

や基本的な表現を用いて

伝え合うことができる。

①初歩的な語彙や表現を用いて３文以上の英文で

発表することができる。

②自己紹介をすることができる。

③一日の生活について発表したり、友達の発表を

聞いて質問しあったりすることができる。

④自分の思い出について発表したり、友達の発表

を聞いて質問しあったりすることができる。

①春休みの出来事について一般動詞の過去形を用

いて発表することができる。

②自分の予定や将来の夢について話すことができ

る。

③自分の町を紹介するスピーチをすることができ

る。

④自分の好きなこと，ものについて何かと比較な

どしながら話すことができる。

①興味のある国や日本の文化の紹介、修学旅行や

中学校生活の思い出について発表することができ

る。

②中学校生活での思い出や今後の自分の抱負につ

いて、今まで習った表現を用いて発表することが

できる。

アルファベットの活字体

の大文字・小文字の名前

を読むことができる。

世界の国や人々とのつな

がりの中に生きる自分た

ちについて、簡単な語句

や基本的な表現で書かれ

た英文を読んで、内容を

理解することができる。

①初歩的な語彙や表現で書かれた英文を読み、人

の好きなことや

習慣的にしていることを読みとることができる。

②初歩的な語彙や表現で書かれた友達などの紹介

文や、学校紹

介文を読み、その情報を読みとることができる。

③初歩的な語彙や表現で書かれた物語を読み、場

面の変化や登

場人物の心情などを読みとることができる。

①メールやレポート，スピーチの原稿などを読み

その主な内容と書き手の意向を読み取ることがで

きる。

②物語や説明文を読み，その主な内容を読み取っ

たり，気持ちを込めて音読したりすることができ

る。

③物語を読みその内容を理解したり，製品などの

紹介文を読み，紹介されているものの特徴や利点

などを読み取ったりすることができる。

①物語や説明文などを読み、その要点や大意を正

確に読み取ることができる。

②場面や一番伝えたいことに気を付けながら、音

読をすることができる。

③日本の文化や世界の文化、実在の人物の伝記な

どを読み、内容や情報を整理しながら正確に読み

取ることができる。

アルファベットの活字体

の大文字・小文字を書く

ことができる。

世界の国や人々とのつな

がりの中に生きる自分た

ちについて伝える文を、

例文を参考にして書くこ

とができる。

①自分の名前や好きなことを紹介する文を、３文

以上で書くことができる。

②自分の一日の生活でしていることを、３文以上

で書くことができ

る。

③行事や旅の思い出について、したことや感想を

絵はがきに３文以上で書くことができる。

①自分の予定や将来の夢を，理由をあげて４文以

上で書くことができる。

②自分の町紹介などの身近な話題について，その

特徴などを説明する分を４文以上で書くことがで

きる。

③自分の好きなこと，ものについて何かと比較し

ながら４文以上で書くことができる。

①日本文化や修学旅行について、今まで習った表

現を用いて5文以上の英文で書くことができる。

②ファンレターや意見文を、今まで習った表現を

用いて5文以上の

英文で書くことができる。

②自分の学校生活と今後の抱負について、文章の

構成を意識しながら、５文以上の英文で書くこと

ができる。

【高畠町】　　　　　　　　　　　　Can Do リスト〔学年・領域別に身につけさせる英語の資質・能力表〕　　　　　　　　　　令和２年度版
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